
都市再生整備計画（第3回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 917 ha

平成 18 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／１０ｈ 平成23年度 平成28年度

ｈａ 平成23年度 平成28年度

都道府県名 神
か
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計画期間

指　　標

川辺のプロムナードや公園、樹林地などが一体となる水と緑のネットワークの拡充を図り、うるおいあるまちづくりを推進する。
　①地区内の緑地を保全するとともに、黒須田川沿いに緑豊かな川辺のプロムナードを整備する。
　②低水路や親水拠点等、環境整備を推進し、豊かな河川の自然環境を整えることで、親しみやすい河川空間を形成する。
　③まちづくり計画を市民との協働により実現させる。

  青葉区は、横浜市の北西部に位置し、区の中央部を流れる鶴見川周辺を中心に古くから田園風景が広がっていた。昭和41年の田園都市線の開通を機に、宅地開発が進行し、丘陵地を中心に住宅街が形成された。一方、河川周辺の低地から区北西
部の樹林地にかけては、現在も農地が残るなど、良好な田園風景が残されている。青葉区では、樹林地や農地を保全するとともに、鶴見川流域の自然的環境を魅力的な空間にすることにより、うるおいあるまちづくりを進めている。

  黒須田川は、鶴見川流域にある準用河川であり、平成4年に河川改修を完了している。しかし、早期改修を目指した結果、河床をコンクリートで覆う簡素な形状となったため、河川の自然環境が悪化し、人も近づきにくい状態となっている。そこで河川管
理用通路、公園及び緑樹林が一体となった「水と緑のネットワーク」を形成するため、緑豊かな川辺の散策路を整備することで、楽しく散策できる川づくりを目指している。また、社会環境の変化や価値観の多様化により、住民の河川への関心や要望は高
まっており、住民と行政が協力して河川環境の改善をすすめている。

  都市再生整備計画(第1期)では、黒須田川上流部から中流部にかけて、低水路の整備やプロムナードの整備を行った結果、豊かな自然環境が整えられた親しみやすい川が実現し、地区内の公園整備、既存緑地の保全とも相まって「水と緑のネットワー
ク」が形成された。

   一方、下流部においては川沿いに通路がなくプロムナードの不連続が生じている。また河床をコンクリートで覆っている区間が残り、親しみやすい河川空間が形成されていない。そこで、都市再生整備計画（第2期）では、黒須田川下流部に低水路を整
備することで、豊かな自然環境を整え、親しみやすい河川環境を形成する。同時に黒須田川下流部におけるプロムナードの整備、地区内の既存緑地の保全や水辺広場の整備を行うことで、地区内の「水と緑のネットワーク」の拡充を図る。

従前値 目標値

緑地保全制度による指定面積等

交付期間 28

38.2

プロムナード利用者数 黒須田川沿いの通路を通行する歩行者の数
プロムナード整備等による水と緑のネットワークの拡充効果を、
プロムナードの利用状況を確認することで評価する。

172

１　地区内の「水と緑のネットワーク」の拡充を図るため、プロムナードの連続性の確保および緑地の保全等が必要となっている。
２　黒須田川の下流部では、河床をコンクリートで覆った区間が続き、河川の自然環境が整えられていないことから、親しみやすい河川空間の形成が必要となっている。
３　市民活動のネットワークづくりを進めるため、情報提供や様々な活動団体の交流を支援する場の提供が必要となっている。

■都市計画マスタープラン・青葉区プラン（平成１４年１月）
【目標】水と緑の環境を維持・発展させるまちづくり
【まちづくり方針】
　①緑の拠点　：　横浜市の緑の七大拠点のひとつとして、青葉区の北西部を中心にまとまって残っている樹林地について保全を図る。
　②水と緑の軸　：　青葉区の原風景である水と緑の軸となる河川とその周辺の田園風景を保全し、多様な生物が生息する環境の保全・回復を図ります。また、親水護岸、管理用通路などを用いたプロムナードの整備などにより、川に親しみやすい環境を
作り出す。
　③市民活動のネットワークづくり　：　市民一人ひとりが緑を守り育てる活動に参加し、将来にわたって緑の担い手となるような環境づくりを進めます。また、緑に関する情報を提供するとともに、様々な活動団体の交流を支援し、市民活動のネットワーク
づくりを進めます。
■横浜市水と緑の基本計画（平成１８年１２月）
【目標】横浜らしい水・緑環境の実現
【基本方針】
　①拠点となる緑、特徴ある緑をまもり・つくる　②流域ごとの水･緑環境をつくり・高める　③水と緑の環境を市民とともにつくり・楽しむ

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

189

樹林地の保全面積
緑地保全制度に指定することにより、緑の減少に歯止めをかけ、
環境資源を保全する。

26.9



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・市民活動のネットワークづくりを進めるため、情報提供や様々な活動団体の交流を支援する場を提供する。 地域創造支援事業（すすき野地域ケアプラザ（仮称）整備事業）

方針に合致する主要な事業
・「水と緑のネットワーク」(緑豊かな川辺の散策路と樹林地が一体となったネットワーク)を拡充する 高質空間形成施設（黒須田川プロムナード整備事業）

地域生活基盤施設（寺家緑地整備事業）
地域生活基盤施設（恩田緑地整備事業）
地域創造支援事業（黒須田川環境整備事業）

・低水路や親水拠点の整備を通して、親しみやすい河川空間を形成する 地域生活基盤施設（奈良川水辺広場整備事業）
高質空間形成施設（黒須田川プロムナード整備事業）
地域創造支援事業（黒須田川環境整備事業）



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路
公園
古都及び緑地保全事業
河川
下水道
駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 横浜市 直 12ha H24 H26 H24 H26 47 47 47 0 47
地域生活基盤施設 横浜市 直 6ha H26 H26 H26 H26 210 210 210 0 210
地域生活基盤施設 横浜市 直 １箇所 H24 H25 H24 H25 51 51 51 0 51
高質空間形成施設 横浜市 直 L=826m H18 H28 H24 H28 382 148 148 0 148
高次都市施設
中心拠点誘導施設
生活拠点誘導施設
既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 690 456 456 0 456 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
横浜市 直 L=554m H18 H28 H25 H25 145 14 14 0 14 104
横浜市 直 延床480㎡ H26 H28 H26 H28 162 162 162 0 162 237

合計 307 176 176 0 176 …B
合計(A+B) 632

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

交付対象事業費 632 交付限度額 252.8 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

奈良川水辺広場整備事業
黒須田川プロムナード整備事業

寺家緑地整備事業
恩田緑地整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

黒須田川環境整備事業 黒須田川
すすき野地域ケアプラザ（仮称） すすき野

事業活用調
査
まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費



都市再生整備計画の区域

　黒須田川周辺地区（第２期）（神奈川県横浜市） 面積 917 ha 区域
横浜市青葉区すすき野、黒須田町、鉄町、寺家町、鴨志田町、もみの木台、
奈良一～三丁目　及び　大場町、恩田町、奈良町　の一部　ほか

【位置図】

青葉区

黒須田川

鶴見川

こどもの国

東名高速道路

東急電鉄・田園都市線

東急電鉄・こどもの国線

恩田駅

こどもの国駅

藤が丘駅

市が尾駅

0km

0.5km

1.0km

2.0km

3.0km

黒須田川周辺地区（第２期）

横浜市

横浜上麻生道路

厚木街道

青葉台駅

環状４号



プロムナード利用者数 （人/10h） 172 （H23年度） → 189 （H28年度）

樹林地の保全面積 （ha） 26.9 （H23年度） → 38.2 （H28年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　黒須田川周辺地区（第２期）（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標

川辺のﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞや公園、樹林地などが一体となる水と緑のﾈｯﾄﾜｰｸの拡充を図り、うるおいあるまちづくりを推進する。

①地区内の緑地を保全するとともに、黒須田川沿いに緑豊かな川辺のﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞを整備する。

②低水路や親水拠点等、環境整備を推進し、豊かな河川の自然環境を整えることで、親しみやすい河川空間を形成する。

③まちづくり計画を市民との協働により実現させる。

代表的な

指標

青葉区

黒須田川

鶴見川

こどもの国

東名高速道路

東急電鉄・田園都市線

東急電鉄・こどもの国線

こどもの国駅

青葉台駅
藤が丘駅

市が尾駅

0km
0.5km

1.0km
2.0km

3.0km

■基幹事業：高質空間形成施設

黒須田川プロムナード整備事業
□提案事業：地域創造支援事業

黒須田川環境整備事業

■基幹事業：地域生活基盤施設

寺家緑地整備事業

■基幹事業：地域生活基盤施設

恩田緑地整備事業

横浜上麻生道路

厚木街道

江田駅

あざみ野駅

環状４号

■基幹事業：地域生活基盤施設

奈良川水辺広場整備事業

□提案事業：地域創造支援事業

すすき野地域ケアプラザ（仮称）整備事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例
恩田駅


